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１．概要（Summary） 

プラスチックの表面にめっき加工を施すことで、プラス

チックと金属の両方の特性を持つサンプルを作成すること

ができる。めっきしたプラスチックは、耐食性、耐光性、耐

摩耗性、熱伝導性、電気伝導性などが良好であることを

特徴としている。 

そこで、プラスチック材料の一つ ABS（アクリロニトリル

ブタジエンスチレン）の試験片を用意し、めっき液を作っ

て ABS サンプルにめっきを施す。めっきしたサンプルの

表面を SEMで観察した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 ・FE-SEM（S-4800） 

 ・集束イオン/電子ビーム加工観察装置 （極表面微量

元素分析機能つき） 

 

【実験方法】 

 めっきを行うように、硫酸ニッケル、次亜リン酸ナトリウム、

クエン酸など薬品を用いてめっき液を建浴した。サンプル

をめっき液中に入れて温度 60℃でめっきを施す。 

 めっきを施したサンプルの金属膜の状態を調査するた

めに、試験片の表面を FE-SEMを用いて観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

試験片の表面にめっきが成膜されていることを確認し

た。今後の研究は、より良い製膜条件の探索を行いと考

えている。 
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